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1.は じめ に

まった く新 しい 「社会文化学部」で、な り立 てのシロウ ト 「教授」が初年度 に受 け持 っ

た科 目が 「日本語表現」だった。 それは何を教 えるか、 また教 え得 るか?

ここでカマ トトぶった ことを言ってはならない。言 うべ きではないのである。大学が新

しい学部 の開設認可 を文部省に申請 し、その教員陣の一人に私 を入れ、 その私が何を教 え

るかは文部省にちゃん と届 け出てある。「日本語表現」 という科 目名 はその ときに生 まれ

ている。 また、学生諸君 に配 ったシラバスには、1時 間 ごとの授業内容 まで事細 かに明記

してある。それ をこの期 に及んで、何 を教 えるかな どと腰の引けた ことは口が裂けて も言

うべきではないのである。

そ してまた、本人 にもそれな りに成算がなかったわけではない。教員になる前の仕事 と

して30何 年間か新聞記者 として働 いていたので、その間 は日々文章 を書 いて暮 らしてい

た。勤 めていた大 きな新聞社では、新聞記事を書 く仕事のほか に、管理職 的な仕事、事業

を企画 し運営する仕事、一般的な事業会社 としての渉外的な仕事 … と、いろんな職種があ

るのだが、 どうい うわけか、たぶん他 に取 り柄が ない と見 られていたせいだろう、 あまり

そうい うところには回 されないで、30何 年間、ただ 日本語 の文 をひね り出す仕事に終始 し

た。

だか ら、 その体験 を活か して学生たちに文章の書 き方 を教 えることは出来 るだろう、 と

大学は見て くれたのだろうし、文部省(の 審議会)の 教員審査 も通 ったのだろう。 また、

新聞記者の古手になった ころ、さる私大で5年 間非常勤講師 として作文(こ こでは 「国語

表現」 とい う科 目名だった)を 教 えた こともある。

学生諸君へ履修科 目登録 の参考 にして もらうための事前 に提 出したシラバスは、 これ ら
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の経験 をもとに作成 した。ただ し、 このシラバスが実際にはそのまま運営 されることはま

ずないであろうと、作成の ときか ら思っていた。大筋では変わってはいないつ もりだが、

各時間毎の計画 となると、ほとん どその通 りには運営されていない。

これは、私の 「日本語表現」の場合だ と、 そうな らざるを得 ない と思っている。「出来

るだけ多 くの文件 を読み、出来 るだけ多 く文章を書 く機会 を作 る」一 というのが、 まあ今

言 った 「大筋」だ とすると、 その 「文件」 を、私 は出来 るだけ最近の新聞記事、および私

の目に触れた雑誌、書籍か ら抜粋 して学生 に提供することにしている。A4で1-2枚 程

度 にコピーで きる長 さの 「文件」である。 したがって、授業時間のせいぜい前 日あた りに

何を読むかが決定する。それで、授業が実際に行われる1年 も前に書 くシラバスには詳細

を書 きこめない。

こうした シラバスの運営 は問題があるとされるか もしれない。そ もそもそれはシラバス

とは言えない と言われるか もしれない。「文件」 とはや は り 「文献」であるべ きであ り、

古典(ク ラシック)と は言わないまで も、書籍の形 にまとまった ものを数ページないし数

十ページ読 ませておかねばならないと。ああ、それが出来ればどんなに良いだろうと私 も

思 う。だが、学生たちが予習することなどほとん どない、指定 した文献 を学生たちが十分

に借 り出せるほど備 え付 けられていないとい う日本 の大学の現状 を言うまでもな く、それ

を今言 うのは非現実的 と言 うほかない。

そもそ もシラバスとは一 と、今 ここで 「シラバ ス論」 を展開するほ ど知識があるわけで

はないし、その余裕 もないが、私 としては、あるアメ リカ大学教育の体験者から聞いた、

「シラバスは毎時間配 られる。だか ら1セ メスター終わる毎に全体 としてのシラバスが完

成する」 といったのが本当か どうか、それが一般的なのか どうかも知 らないが、そうした

もの、つまり 「事後 シラバス」のほうが納得がい く。

こうしたことは、科 目の性格 によって もさまざまなバ リエーションがあり得 ようと思え

る。数学者で学校教育に もさまざまな発言があり、日本の戦後期の教育(今 はまだ 「戦後」

ですか?)に 影響 を与 えた遠山啓による教育 の分類、つまり、ある一一固ま りの知識 を教 え

込む 「自動車教習所」型 と、その過程 自体 を楽 しむ 「劇場」型 の教育に分 けるとす るな

ら、大学教育の中に も 「自動車教習所」型 の科 目と 「劇場」型の科 目があ り得るのではな

いだろうか。前者 ならシラバスは当然、「事前提示」が馴染むであろうし、後者の場合 は

「事後完成」 というケース も生 じると思う。

私の 「日本語表現」授業運営に即 して言 えば、毎授業時間の初めに 「『日本語表現』の

ためのノー ト」 として、 その時間のねらいを簡単に記 したA4の プ リント1枚 を配ってい

る。スペースがあれば 「文件」のコピー もこれに載せる。 これが私 としては授業時間毎の

シラバスのつ もりで、1セ メスター終われば、通 し番号順 にこの 「ノー ト」 を並べ るとそ

のセメスターの講義の流れがほぼ分かるようになっている。ただ し、記述は簡単だから、
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講義に一切出ずに このプ リン トさえ集 めれ ば良い というわけには行かない。眼 目は学生に

毎回何かを書 かせるとい うところにあ り、 その提 出がなければ成績の評価 はしない、すな

わち得点は与 えない。評価 はこのふだんの提出物 のみにより、各セメスター ごとの試験 は

行わないから、出席 して課題 を提 出しない と単位 は取れない。

ついでに言 うと、私 は出欠の管理そのものはしない。 しか しこの方法だ と、学生のほう

か らすれば事実上、毎回出欠を取 られているの と同じで、欠席 は少ない。今年度前期の例

でいうと、科目登録者74人 で毎回の出席率 は9割 を超 えていた。後期 は前期に引き続 き登

録 しているものが多いので、 この私のや り方に慣れたせいか、出席率はやや落ちた。 しか

し登録70人 で毎回の出席者 は50人 あまりで推移 している。 この原稿 を書いている段階では

計算 していないが、7割 以上、8割 近 くになるだろうか。

うかつ とい うか、私はこの効果をあ らか じめ考えていなか った。前期の毎回の出席が9

割 を越 えていた ころ、教室 の外ですれ違 った学生 に 「君たちは熱心だね。良 く出席する

ね」 と声 をかけた ら 「先生の授業は出席 を取 るで しょ、だか ら…」 と言 う答えが返って き

て、 そうか、 これは出欠の管理 を綿密にやっているの と同 じか、 とあらためて気づき、何

か自分が狡猜な手段 を弄 しているような感覚に とらわれた。

以上 のことは、 とくに自慢 している(自 慢に もならないか?)わ けでも何で もな くて、

学生たちの協力が比較的得 られて、授業がスムーズに進んでいることを、経験の少ない教

員 としてはホッと胸 をなでおろしていることを報告 したまでである。

それよ り私が満足 しているのは、始 める前にはかな り心配 した 「私語」の蔓延が ほとん

どというより全 くないことである。用意 してきた ことを訥々 と一方的にしゃべる以外、芸

がない一あの手 この手で学生の関心を引き付 ける手立てを持ち合わせない私 としては、ひ

ところ盛んに問題になっていた 「私語」が教室 の常態になった場合、たち まち立ち往生す

るハメに陥 るだろう。新聞記者 をしていた ころ、私語の発生の少ない授業 をするセンセイ

として知 られていた、ある国立大の教養科 目担当の理系の先生から、落語の本を読 んで勉

強 した り、私語が発生 し始めた らタイ ミングを見計 らって突然大声 を張 り上げて注意 を引

き付 ける、 といった 「秘訣」 を聞いた経験がなまじあった りした ものだか ら、そのような

ことはとて も実行できそうにない私 としては、私語で授業の進行 を妨げ られることを実 は

たいへん恐れていたのである。

幸いな ことに 「日本語表現」の時間で、それに悩 まされた経験 は皆無である。 もちろん

時 として授業の本題 に入る前 に、教室の中の どこかで局地的におしゃべ りが盛 り上がって

いて 「そ こ、 うるさいな。少 し黙 ってて くれ」 と言いた くなる程度の ことは時々 はある。

しか し我慢 して話 しつづけ、流れがついて くるといっしか収 まって くる。少な くとも私が

キレてしまって話が続 けられな くなるという事態 に陥ったことはまだ今の ところ経験がな

い。 このあた りの ところは多少個人差 もあるか もしれないな、 と想像 している。 さっき挙
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げた程度の私語の発生で も、神経質 な人だ と、その時点で細か く注意 し、その ことでか え

って泥沼 にはまるか もしれない。私 は幸い、その点鈍感なのか、あまり気にならないほう

である。

話が少 し横にそれた。問題 は、年間通 じて、あるいは1セ メスター毎に綿密な計画を立

て教えるべ き内容や到達 目標がはっきりしていない性格の科目(「 日本語表現」はそのよ

うな性質の科 目だ と私 は心得ている)と しては、 どのような授業運営を考 え、工夫 してき

たか ということである。

内容の上下、表現の巧拙の差はあれ、曲が りな りにも大学 に入って きた学生たちはそれ

な りに 「書 き言葉による文章表現」 は一応出来 る。 したがって、それを初歩か ら身 に付 け

させることは問題 にな らない。 日本 に来て短期間日本語の学習をしてきただけの中国人留

学生でも、私の見た限 りほ とん ど特別な配慮 を必要 としない。日本人学生で漢字の知識 を

含 め語彙の不足に問題 を感 じることも無 きにしもあ らずだが、それ は要求水準如何であ

る。一通 りのことは出来るのだから、あ とは練習を積み重ねていかにそれをブラッシュア

ップす るかである。書 き言葉での語彙不足は読む体験の少なさか ら来るものだ。だか ら、

すでに書いた ように 「出来 るだけ多 く読み、多 く書 く」が 「日本語表現」科 目の目当てだ

と私は考えている。

もう一つ、 この科 目に要求 されるものがあ るとすれば、それは1年 次配 当の科 目 とし

て、大学教育への導入 としての役割だ と私は考 えている。それはとくに大学か ら要請され

た ことで もない し、教授会や学科会議で話 し合 った もので もない。ただ私が勝手 にそう心

得 ているというだけである。入学 したばか りのフレッシュマンたちは大学では何 をどのよ

うに学習す るか手探 り状態のはずだ。その人たちに何 をどう教 えるか、 また教え得 るか、

学生たち同様、教員のフレッシュマ ンとしての私 もまた、手探 りを続けることになる。

考えたのは、まず何 よ り学生たちの興味をいかに引き付けるか、 ということだ。非常勤

講師 としての若干の体験のほか、アカデ ミックな蓄積 にも乏 しい新米教員 としては、学生

に対 して 「私の提供する知識をまず受 け取れ」 と言いきる自信はない。具体的に、先に も

述べたように講義が 「私語」のアラシで迎えられた として、それ を突っ切 ってい くほどの

用意は私 には欠けている。話術の才能 も訓練 も持ち合わせが無 い。 ここはやはり内容で勝

負するしかない。

学生たちの興味 を引 き付 けるといって も、それは何 も学生 に迎合することではない。表

面的な大衆文化、具体的 にはTVの 番組 に現れるようなゴシップやスキャンダルの話題な

どを講義に織 り交ぜて… とい うようなことは今の 「大衆化 した」学生 といえども個々には

関心は多様 であ り、必ず しもみんなに 「ウケる」 とは限 らない。第一、そのような話題 は

私自身が最 も不得手であるし、学生たち もまた私からそのような話 を聞 こうとは思ってい

まい。あ くまで 「日本語表現」 とい う知識 の枠の中で、学生が知 りたいと思い、深 いとこ
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ろで思考をす るような話題。それ を探 りたい と思った。

前期の授業で は、いちお うシラバ スで用意 した話題、た とえば 「手紙 の書 き方」「原稿

用紙 の使い方」「句読点の打ち方」「日本語の歴史 と抱 えている問題点」 など、いかに もそ

れ らしい問題 を関連書の コピー使 って縦糸 にし、新聞のコピーを使 っていわゆる時事的な

問題 も扱った。その中には 「森首相の 『神の国』発言」「17歳」な どを使 っている。

先 にも言った ように、毎 回の授業で 「何か を書かせ る」 ことが この講義の重要な眼目で

ある。そのつ どの講義 内容、提供 した 「文件」について、原稿用紙1-2枚 程度の作文 を

して もらうか、その時間が取れないときは、 メモ用紙程度 の紙 に講義の感想な ど内容は何

で も良いか ら私 に 「手紙」 を書いて くれ ということにしている。 これ は出席の管理、成績

評価の手がか りになるのは先 に述べた通 りだが、何 より学生たちの授業への反応 を知 り得

る。大教室での講義で は、 どうして も一方交通にな り勝ちである。不充分 なが らこうした

方法で学生の反応 を知 ることで、「双方向」の可能性 が生 まれ、それはやがて授業の進行

も変 えてい く。

前置 きが長 くなったが、本題の 「敬語」 についての授業 はこうした学生たちの反応 を探

る中で生 まれた。

2.「 敬 語 」 問 題 の 発 見

「敬語」 とい うのは、た しかに 「日本語表現」の授業 にふ さわ しいかっこうのテーマで

ある。今 はそ う思 っているが、私 としては苦手 な、敬遠 したいテーマで もある。 これは各

個人の生 まれ育ち、社会的体験の違いによって大いに感受性の異なることだ と思 うが、世

代 というの も関係 してい ると後で調べてい くうちに感 じた。 それで言 うと、「今の学生た

ちの言語生活で、『敬語』の問題が大変重 い」。 これが、私 に とっての 「発見」だった。

前期授業の後半になってか ら、ある時間で 「日本語」の現況 についての二つの新聞記事

を取 り上 げた。一つは文化庁 の世論調査で、 いわゆる 「ぼかし言葉」 を取 り上 げた もの。

もう一つは米川明彦 ・梅花女子大教授 が 『朝 日新聞』 の文化欄 に寄稿 した文章で、「集団

語」について論 じた もの。

この日の授業 のね らいについて、私 はただ新聞に取 り上げ られた 「日本語」の諸相 につ

いて話すつ もりだった。毎回毎の 「シラバ ス」 には、ただ 「資料 日本語 あれ これ」 とだ

け記 し、新聞記事 コピー2枚 が貼 り付 けてある。

米川教授 の 「集団語」 とい うの は、教授 自身の書 いた ものに よれ ば 「警察 ・国会 ・銀

行 ・病院…。 これらの機関はしばしば新聞ネタ となっている。問題 を起 こした ところに共

通す るのは、 自分 に都合の悪い事実は隠 し、秘密 にすること。 そして人間が相手 なのに物

の ように扱い、金 ・地位 ・権力 ・学歴 をタテに人 を見下 しがちになることだ」 とし、 これ

らの集団で使われる、いわば 「隠語」 のこと。同教授 は数年がか りでこうした言葉 を集 め
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『集団語辞典』を作 った という
。 なかなか刺激的な言葉が例 として挙 げられていて、例 え

ば病院では、 ドイツ語 のステルペ ン(死 ぬ)を 使 って、患者が死 ぬと 「ステる」 と言 うだ

の、銀行で は大切 な客 は 「MV(mostvaluable)先 」 と言 うが、普通の客 は 「マ ス先」

と呼ぶなどとい う例 が挙げ られてい る。

「ぼか し言葉」 は 「良かったかな
、みたいな…」 と断定 を避 ける口調。話 し相手 との人

間関係 を気遣 う表現 で、20台 では半数が使 っている、 と調査で分かった というもの。

私 としては、 いずれ もこういう言葉が使われる世相 を学生が どう思 うか という作文 を要

求 したのだが、多 くは、ひ どい 「集団語」 に憤慨 するもの、それに 「ぼか し言葉」 につい

ては 「私 も使 うが、言葉 は変化す るもので、別 に良いではないか」 といった作文 を書いた

ものが多か った。

ただ少 し私 に とって意外だったのは、文化庁の調査 で 「国語 は乱れているか」 とい う問

いが あり、 これ について触 れて、具体例 として 「敬語」の使 い方について悩んでい ること

を言 う学生が多い ことだった。高校 までの 「国語」で習 ったのか 「尊敬語」「謙譲語」「丁

寧語」 な どとい う専門語 を使 って論 じる もの もいた。

つ まり、「国語(日 本語)の 乱れ」 と世 に言われ る問題 について、学生たちは十分 に意

識 してお り、それが 自分たち若 い世代の ことを言 ってい る、それ も具体的 には敬語が うま

く使 えない とい うところに原因があ る、 と認識 しているらしいのだ。

これ は私 にとって本当に意表 をつかれ る発見だ った。 それは私個人の 「国語(日 本語)

観」 に も関係が ある。「国語(日 本語)」 な どと今表現 しているように、 この問題 について

の私 自身 の中にいわばくゆらぎ〉が ある。世間一般 には 「国語」 とい う言い方が流布 して

お り、それ は例 えば学校教育 の中での教科の名前 としては 「国語」 と呼 ばれていることに

も表れている。 しか し、私 自身 はある種の規範意識の強い 「国語」 という呼称 に疑問、 と

い うよ り強い反発 を感 じて、 もっと客観的ないし科学的な意識か ら 「日本語」 と呼ぶべ き

である と思ってお り、少な くとも大学教育 において は 「日本語」で あるべ きだ としてい

る。現 に担 当してい るこの科 目を 「国語表現」でな くて 「日本語表現」 としているの もそ

の意識か らだ。〈ゆらぎ〉とさっき言 ったが、 そのくゆらぎ〉は、私自身の信念 の中にあ

るので はな く、私 の信念 と世間一般 に流布 してい る(さ せ られてい る)呼 称 との間にあ

る。

学生たちの 「敬語」への強い関心 は、私 自身の こうした考 えか らも私 にたいへん興味 を

持たせた。すなわち、私にしてみれば規範意識の強 い 「国語」観の一つの表れ として 「敬

語」尊重の気風があると思 ってい るのだが、「日本語」一般の さまざまな問題一た とえば、

「ぼか し言葉」 とかいわゆる 「ラ抜 き言葉
」 など一 については、言語の当然 な変容の一つ

だ として許容す る意識 が強 く、若 い世代 としてそれ を規制 する動 きには強 く反発 して論 じ

る学生 たちが、 こと 「敬語」 について は、たいへん素直 に 「知識 が不足 している」 と認
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め、 「もっ と知 らね ばな らない 」 と言 い、 学生 に よ って は 「学 校 教育 の中 で もっ と教 え る

べ きだ」 とさえ論 じる。 それ は何 故 な のか?

興 味 を引 かれ て、 そ の次 の時 間 に 「敬 語」 につ いて のエ ッセ イ を一 つ読 ませ、 私 の考 え

方 を話 して 、課題 と して 「言 葉 づ か い」一・般 に つ い て の作 文 を学 生 た ち に書 いて も らっ

た。 予期 どお りた いへ ん面 白い文章 が 集 まった。 大 学 に入 っ てか ら意識 した 「方言」 の 問

題 一話 し言 葉 の地域 差 一 につ い て書 いた もの もあった が、 ほ とん どは 「敬語 」 の こ とを書

いて いた。

「言 葉 づ か い」 につ い て とい う題 に ドキ ッ と した。 い つ も、母 な どに注 意 さ れ るか ら

です。

中学 の と き、部 活 動 の先 輩 に敬 語 を使 った ぐらい で、 あ とは、 ほ とん ど使 わ ず に過 ご

して き ま した。今 、バ イ トで接客 業 の仕事 を して いて、 お客 さん に対 す る言葉 づ か いが い

まい ち分 か らな くて、時 々 、困 っ てい ます。 言葉 づ か い は、 本 当大切 だ と思 い ました。人

に対 す る印 象 もちが う し、 自分 の 気持 ち を伝 え るた めの 一 つ の 方 法 で もあ る し。 け ど私

は、 日本 語 は少 しむず か しす ぎ るの で はな い か と思 い ます。"敬 語"¥¥敬 語"嫌 譲 語"

な どい ろい ろあ りす ぎて、 どうい う時 に、 ど うい う相手 に使 うの か よ く分 か らな い し、 そ

うい う こ とを考 えて い る と、 しゃ べ れ な くな っ て し まい そ うな気 が し ます。 現 に今、 私

は、バ イ トの先 輩 とうま くしゃべ れ ませ ん。言 葉 に気 を使 いす ぎて、 自分 の言 い たい こ と

を うま く話 せ ませ ん。 単 に私 が、 今 まで そ うい う言葉 を意識 してい なか った のが原 因 な ん

です け ど。

これ か ら、 社会 に出 る と、 もっ と言葉 づ か い に気 をつ けな くて はい けな くなる と思 い ま

す。 じゃ ない と、 自分 に い ろい ろ とか え って くる し、社 会 で通用 で きる社 会人 に な りた い

と思 って る し、 そのた め に は、 日頃 か ら、気 をつ けて いか な くて はい けな い と考 えて い ま

す。 その前 に、 言葉 の勉 強 をさ きに しな くて はい け ない気 が します。(佐 伯 由香里)

中国人留学生 はこう書いていた。

日本語の本質 としての敬語 は、表現す る形が多いから、私 ら外国人 にとっては、身につ

けに くいです。例 えば、 自分 よ り若い人で も知 らない人の場合、道 とか聞 くときとは、尊

敬語 を使 う。私には理解で きない。普通 「すみ ませんが」 と言い始めれば、その言葉の中

に自分の気持 ちが入 ってるか ら、充分でしょう。敬語 と言えば、頭の中 にパ ッと浮かぶの

は目上の人 に対 しての言葉だけです。目下の人には別 に敬語 とか使わな くても、普通の言

葉づかいで充分です。中国語 はほとんどそうです。

また、 日本語の敬語 は 「お」か 「ご」で敬表現するのが多いです。 しか も表面的には と
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ても似て ますが、意味的にはまった く違 います。例 えば 「御 目にかか る」 と 「御 目にかけ

る」 とい う二 っの文章 を見てみましょう。最初、 日本語 を勉強す るとき私 はその二つの文

章は自動詞 と他動詞の違 い と思い ました。残念なが ら、実際はそうではなかった。それ は

敬語の問題で した。一つ目のは 「会 う」の謙譲語 で、二つ 目のは目上 の人 に見せる意 の謙

譲語であった。 ほん とうに不思議 だ と思 う。 こんな形 だけではな く、 日本語の敬語は場合

によって違 うか ら、かな り難 しくなる。(朴 春梅)

学生たちの文章 を読 んでいると、その初 々 しい感受性 にい とお しくなって、一人一人抱

きしめてや りた くなる。それは私が年 を取 ったせ いなのだろ うか?い や、それ もあるのだ

ろうが、それ よ りも、私の若かった時代 と比べて、今の若 い世代 に加わ っている抑圧の厳

しさを考 えてしまうのである。

作文 を読 んでいて分か るのは、外国人留学生 のような問題 はさておき、 日本人の学生た

ちが彼 らと同 じように 「日本語 は難 しい」 とネを上 げる 「敬語Jの 問題 にぶつか るの は、

まず高校 までの教育で、口やかましい先生 にお説教され るとき、そ して何 よ り部活動の先

輩 との間な どで、時にそれ は 「い じめに もつながる」。大学生 になってぶつかるさらに難

しい場面一 それはアルバイ ト先での体験 である。ほ とん どの学生がアルバイ トを体験 し、

それ も多種多様 な職種に就いてい ることに驚 かされるが、 ここで は雇用先が先回 りしてい

て、いわゆるマニ ュアル化 した 「商業敬語」を学生 に教 え込 む。アルバイ トといって も、

かつてのように学業 を続 けるための方便 といった、社会人の側か らの 「大 目に見 る」視線

はもはや無 く、一人 の職業人 としての責任 を要求 され ている ことを学生た ちは感 じてい

る。

私のバイ ト先は、通信販売の注文 を電話で受 けるオペ レーターなので、今では百貨店で

もあまり聞かないような敬言(マ マー以下同じ)を 使 う。例 えば 「わか りません」ではな

く 「わか りかね ます」、「すみ ません」で はな く 「申 し訳 ござい ません」。 この言葉のあ と

には必ず 「ご了承いただ けますでしょうか」 と続 くのである。 もう少 し年輩の人には 「そ

んなのあた り前ではないか」 といわれてしまうか もしれないが、たかだか18年 しか生 きて

いない私には自然 と口にでるまで少 し時間がかか った。

これらの敬語 は対応マニュアル に載 っているが、質問な どで自分の考えな どを述べなけ

れ ばならない時、「ほん とうに この敬言であっているのだ ろうか」 と心配 になって しまう。

普段 から使い慣れていない言葉 を使 ってお客様 に分か り易 く説明するのは難 しい。高校の

時の古典 の時間にも思 ったが、 どうして 日本の敬言はこんなに もやや こしいのだろうか。

相手 を敬 う気持 ちがな ければ、、マニュアル化 した敬言で は、 これ こそ 「日本語の乱れ」

なのではないだろうか。(後 略)(隈 井奈那子)
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アルバイ トは、単 に責任が伴 うとい うにとどまらず、 これが 「社会 に出る」実質的な第

一歩 なのだ と学生たちは身構 えて しまう
。かな り欺隔的であると嗅ぎ当てていなが ら、 そ

れが 「社会」 に出てい くことなのだ と思い込 まされ る。そ して多分将来に待ち構 えている

就職のための面接の ことも思いをめ ぐらせ る…。 そこで必要 になる敬語 はどのようなもの

なのだ ろうか。

3.「 敬 語 」 を ど う教 え る か

学生たちが 「敬語」 に対 して持つ コンプレックスの存在、そ してその社会的な由来がぼ

んや りと見 えて きた。前期 の授業 はそのあた りで終 わった。夏休みの問に少 し 「敬語」の

事 を調べてみようと思った。 そして後期の授業 に備 えようとい うもくろみだった。

とっかか りとしてイ ンターネッ トで、最近 日本で も盛んになった 「オ ンライン書店」 の

検索 を使 って、敬語 に関 して どのような本 が出ているか を調べてみた。すると、実に多数

の、敬語 についての本 が出版 されてい ることが分かった。 それ は、「日本語表現」 なる科

目を教 える立場 の私が、いかにぼんや りしているか、感覚が鈍いか思い知 らされるような

結果だった。著書名だけでな く主題 のキーワー ドで検 索す る方式 の 「書店」で は、実 に

540冊 もの本 を挙 げていた。

その大多数 はいわゆる 「実用本」に属するた ぐいのもので、冠婚葬祭 に際 してのあいさ

つ言葉集 にまで及 んでいた。 日本人の日常 の言語生活の中で 「敬語」 はゆるがせに出来 な

い、 どころか最 も重要な部分で、先 に引用 した中国人留学生がはしな くも書いているよう

に 「日本語の本質」 なのだ。 それ も、その知識の有 る無 しで、生活の浮沈 に関わ る問題 と

して意識 させ られている人が多い ことを、 このおびただしい出版点数は示 しているのだろ

う。私の ように、 まあ 「常識」の範囲で とい うことで済 ませ、60年 の余 ものうのうと生 き

延びてこられたの は、む しろ僥倖に属する と考 えたほうがいいのか もしれない。

学生たちの敬語への強い関心の背景 に 「抑圧」 を感 じたのはそれ と裏腹の関係がある。

私たちの世代が彼 らの年代だ った ころ、敬語 にそれほ どのプレッシャーを感 じていただろ

うか?今 ではよ く思い出せ ないが、「敬語」が きちん と使 えなければ社会 に出ていけない

といった不安 を抱 いた記憶 はない。

「敬語」についての文献探 しは、全部 を集 めることな どとうてい不可能であることは分

か った し、その大部分 を占め ると思われる敬語マニ ュアル には私 は関心がなかった。結

局、比較的 よ く売れている と思われる新書 ・文庫版の啓蒙書 のような ものを数冊集めてみ

たが、 その多 くは 「国語学」的な視点か ら書かれた もので、あま り私 の関心一それはいわ

ば社会言語学的アプローチ とで も言った らいいか一 に応 えて くれそうになかった。ただ、

かつて国立国語研究所長 を務 めていた野元菊雄氏 の書いた 『敬語 を使い こなす』(講 談社

現代新書)に 次のような記述があるのを見つけた。
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すなわ ち、1952年 に文部省が発表 した 『これか らの敬語』 とい う文書がある。 これは国

が戦後初めて公に した 「敬語」についての国 としての指針で、それ にはこう書かれていた

とい う。

① これ までの敬語 は、旧時代 に発達 したままで、必要以上 に煩雑 な点があった。 これ

か らの敬語 は、その行 きすぎをい ましめ、誤用 を正 し、で きるだけ平明 ・簡素 にあ り

たい ものである。

② これ までの敬語 は、主 として上 下関係 に立 って発達 して きたが、 これか らの敬語

は、各人 の基本的人格 を尊重する相互尊重の上 に立たなければならない。

1952年 というと、私個人の履歴では中学校 に入 ったばか りの ころで、 この文書について

は習 った記憶が ないが、それで もこうした文章 はいかに も当時 らしい気風 を伝 えていて懐

か しい感 じがす る。野元氏の コメン トによれば 「戦後の民主主義高揚期 にできた もの」 と

い うことだが、 その時代 に育 った私たちの世代 は、 したがって 「敬語」 などは古 めか しい

戦前の遺物で、いずれはな くなるとまで言わないに しろ、大幅 に簡素化す るもの と思って

いた。そして、やや大げさに言 えば、言葉づかいにして も、私たち若 い世代がそれ を作っ

てい くのだ とい う くらいの気す らあった。何 しろこの時期 の 「国語改革」で、漢字の字体

も変わ り、カナ遣 い も変わったのだが、 それ についていけない年輩の先生 もまだいて、旧

字体、旧カナ遣いで黒板の字 を書 き、悪童 たちの嘲笑 を浴びた りしていたのだ。

大学 に入 った1950年 代の末 ころには 「逆 コース」 という言葉 も出来 て、何かにつけて戦

前の事物が復活 した りして 「国語」 について も、「歴史的仮名遣 ひ」の復活 を主張す る論

調 もあったが、 もはや大勢 は くつがえらなかった。だか ら 「敬語」について も、若 い世代

が、旧時代の言いまわしを知 らな くてもそれでコンプレックスを持 つような ことはなかっ

た。

やは り野元氏の記述 によれば、『これか らの敬語』 では、自分 を指 す言葉 としては 「わ

た し」、相手 を指す言葉 としては 「あなた」 を標準の形 とし、敬称 としては 「さん」づ け

を標準に して、 その他の形 には重 きを置かなかったようだ、 とい うことだ。 さらには基本

方針の一つ として 「奉仕 の精神 を取 り違 えて、不当に高 い尊敬語や、不当に低い謙そん語

を使 うことが特 に商業方面な どに多かった。 そういうことによって、 しらず しらず 自他の

人格的尊厳を見 うしなうことがあるのは、はなはだい ましむべ きことである。 この点 にお

いて国民一般 の自覚が望 ましい」 とい うくだ りもあるそうだ。今 の目で見る と、 まるで国

が先頭 に立 ってPC(PoliticalCorrectness)を 呼びか けているような くす ぐった さも感

じるが、当時 はみんな まじめだったのだな とい う感慨 を禁 じえない。

端 的な言い方をす ると、その後の 日本人 の気風 という点 から見れば 「国民一般の自覚」

は損得勘定 とひ きか えに、卑屈 さに走 っていったのだ と私 などは思 う。それが 「敬語」へ

の異常 な関心 を生んだ。「自他の人格 的尊厳」な どどこへいったのだ ろう?
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後期 の授業 は、その前半、「敬語」について集中的に講義す ることになった。 まるでそ

れを援助 して くれ るように、 どうしたわ けか この時期、 これ にふれた新聞記事が相次いで

出て、おかげで 「文件」の種 に困 らなかった。

9月30日 付の各紙 は、文相 の諮問機 関 「国語審議会」が、「現代 にふさわ しい 日本語 の

表現のあ り方を検討 していた」(『朝 日新聞』)結果 として、敬語のほかに 「敬意表現」の考

え方を提唱す ることを、「表外漢字」「日本語 の国際化」 とともに委員会試案 として発表 し

た と報 じた。1952年 の 『これか らの敬語』 もこの審議会の建議が もとになっているか ら、

この審議会が48年 ぶ りに敬語について提言 した とい うことになる。

「委員会試案」 なるものの原文 を未入手で、新聞の報道だけでは分か らない ところも多

いのだが、 どうや ら 『これか らの敬語』だけでは、簡素 に過 ぎて現在の言語生活実態 と離

れす ぎている、そ こで新たに 「敬意表現」 とい う概念 を打 ち出 した。形 の上での敬語 だけ

でな く、「すみませんが…」 と断 ってか ら物 を頼 むの も相手への敬意の表 し方だ と概念 を

広げて 「敬語」の問題 を考 えようとい うことらしい。

ぼんや りと私な りに理解 した ところで は、国語審 というところは戦後 す ぐの 「現代仮名

遣 い」「漢字制限」の大改革の あ とは、50年 ほどおおむね 「逆 コー ス」ふ うの現状追認 を

やって きた という印象である。「敬語」 について も1952年 の建議は、賛否 はあるだろうし、

現在 の目か ら見 て当時は見 えなかった問題が生 じている とい う時代 的制 約 はあ るだ ろう

が、哲学ははっき りしている。つ ま り、国民の意識 の 「民主化」、具体 的には 「自他の人

格的尊厳」 を認 め合 うための 「国語」 を作 り出すのだ という意識である。今度 の 「試案」

にはそんなものは何 もない。たぶん、敬語が 「商業敬語」のような形 に追 い こまれてい く

のを憂慮 した ということはあ るのだ ろうが、「敬意表現」 とい う概念 を打 ち出 しただけで

は、「国語学」的には洗練 された とい うことになって も、民衆の生活には何の関係 もない。

さきに引用 した、通信販売 のお客への電話応答 とい うアルバイ トをしている隈井奈那子の

作文 は次のように続 けている。

バイ ト先で 「その言葉づかいは何?」 というお客様 はまだ聞いた ことがない。注意でき

る人 も現在では少 な くなってしまったのか もしれない。人 と人 との関係が希薄 になって し

まった現在では。仕事上位外 では敬言をあまり使わな くなって しまったのか…。 これ はと

て も悲 しいことだ。私たちが次世代 に伝 えてい く敬言の数は少な くなってい くのだろう。

関連 して、先 に挙 げた野元氏の ものを含め、3つ の 「文件」 を学生たち と読 んだ。 その

一つは国語審の試案にふれて、国語学の萩野貞樹 ・産業能率大教授が 「異議 あ り!」 とし

て新聞記者のインタビューに答 えた もの。(『毎 日新聞』11月14日 夕刊)萩 野教授 は 「敬意

表現」 といったように、人間関係の問題 に敬語 を結 びつけるのに反対 で、要す るに敬語が
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きちん と教 えられていないだけだ とい う。 「敬語 はあ くまで語彙論 の対 象だが、それが忘

れ られ来ている」。「国語学」の専門か らは意味のある議論 なのか もしれないが、私たちの

持 った問題関心か らははずれている。私 も学生たちもあまり理解で きなかった。

もう一つは作家、橋本治がやは り 『毎 日』夕刊の企画 「ナビゲー ト21世紀」に寄稿 した

もの(9月4日 夕刊)で 、彼 は独特 の視点か ら 「これか らの日本語 に とって重 要なのは

『敬語への 自覚』 だ」 とい う。彼 によれ ば 「敬語 とは他人 との距離の自覚で、相手を尊敬

する とかに関係な く、その他人 と親 しいか どうかの表現。丁寧 に敬語 を使 えば使 うほ ど、

その相手 とは付 き合いた くない とい う意思表示になる」。(敬 語 の一つ、丁寧語が多 く含 ま

れる日本語の標準語は、若者 にとって 「自分の ものではない言語 を強要する」か ら)自 分

を明確かつ濃厚に語 るために、自分たちだけに通用する 「若者言葉 という方言」 を話すよ

うになる…な どと独特 の感性 に基づ く敬語論、ひいては日本文化論を展開していた。飛躍

が多 く、分か りづ らい文章 だが、感覚的 に刺激 され るところが多いのか、 その 日の作文は

学生たちのさまざまな 「敬語論」が展開 されていた。

さて、 こう書いて くると トメ ドがな くなるが、 こうして 「日本語表現」の授業は私 と学

生たち との作文を挟んでの対話 で進行 してい く。そのあ り方が大学の授業 として適切なの

か どうか、批判 を乞いたい。 さらには この小論 のこうした書 きぶ りが 「紀要」 にふさわ し

いか どうか も判断がつかないが、 とりあえず、 こんな ものが出来 ました、 そして私 は大学

教員 として幸福 です、 と今 は言 うしかない。

(2000.11.30)
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